
第 3章

東アジアの産業内貿易
―グルーベル＝ロイド指数の計測と観察―

桑 森　啓・玉 村　千 治・内 田　陽 子

はじめに

　本章の目的は，本研究会で作成した貿易指数データベースのうち，産業内貿易指数（グルー

ベル＝ロイド指数）を取り上げ，その計測結果を観察することを通じて指数の見方を紹介する

とともに，東アジアを中心とする国・地域における産業の「国際分業」⑴構造の特徴を把握す

ることである。

　本章では，東アジアを中心とする12カ国・地域に焦点を当て，2000年以降の産業内貿易指数

を観察する。とくに，近年著しい経済成長を見せ，域内外の国・地域との経済的結び付きを強

めている ASEANに注目し，先行の ASEAN加盟国であるインドネシア，マレーシア，フィリ

ピン，シンガポール，タイの 5カ国を集計した ASEAN5の指数について計測した結果につい

ても検討する。

第 1節　観察対象および観察方法

1．対象国・地域，観察期間および品目分類

　まず，本章で観察の対象とした国・地域，期間および品目（分類）について説明する。本章

における検討の対象とした国・地域，観察期間および品目は表3.1に示すとおりである。

　まず，対象国・地域については，本研究会で産業内貿易指数を計測した26の国・地域のうち，

本章では，東アジア（北東アジアおよび東南アジア）を中心とする12カ国・地域を取り上げた。

また，東南アジアにおける経済統合についても検討するため，東南アジア 5カ国を集計した
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ASEAN5について指数を計測した結果も検討の対象とした。そのほか，東アジア地域国・地域

のみならず世界経済にとって重要な国である米国および近年 BRICSと呼ばれる成長著しい新

興国のひとつに数えられるとともに，第 1章においても述べられているように，「ルック・イ

ースト政策」により，東アジアとの経済的結び付きを強めているインドについても対象として

取り上げた。

　観測期間としては，ほぼすべての対象国・地域について，データが利用可能な2000年から直

近の2013年までとした。

　品目分類については，HS分類における最も大まかな分類である21品目分類（部）を取り上

げた。また，産業ごとの特徴を把握しやすくするため，21品目を「一次産品」（第 1， 2， 3，

5部），「軽工業品」（第 4， 8， 9，10，11，12，13，14部），「化学」（第 6， 7部），機械類（第

15，16，17，18部）および「その他」（第19，20，21部）の 5つの産業カテゴリーに分類した。

ただし，検討に際しては，雑多な財を含む「その他」に属する品目については，検討の対象外

とした。

2．観察方法

　検討に際しては，基本的には計測結果の数値をそのまま読み取ることにより，対象国・地域

や各品目における産業内貿易の状況を把握することを試みた。ただし，表3.2のように産業内

貿易指数（IITIi
rs）の値を，一定の水準（範囲）ごとに記号化して表現する方法を併用すること

により，各国・地域や各品目の傾向を把握しやすくすることを試みた。

表3.2　産業内貿易指数の記号化の方法

記号 指数の値の範囲

指数の値：高
☆ IITIi

rs ≥ 0.90
○ 0.90 > IITIi

rs ≥ 0.85
□ 0.85 > IITIi

rs ≥ 0.80

指数の値：低
■ 0.15 < IITIi

rs ≤ 0.20
● 0.10 ≤ IITIi

rs< 0.15
★ IITIi

rs< 0.10
（出所）筆者作成。
（注）IITIi

rsは，r国と s国の i産業の貿易に関する産業内貿易指数。

表3.1　対象国・地域，観察期間および品目分類

対象国・地域
北東アジア：日本，韓国，台湾，中国
東南アジア： インドネシア，マレーシア，フィリピン ,シンガポール，タイ，ASEAN5
そ　の　他：インド，米国

観察期間 2000年～2013年
品目分類 HS21品目分類

（出所）筆者作成。
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　すなわち，指数の値が高い品目については白抜きの記号で表現し，指数の値が低い品目につ

いては黒塗りの記号で表現してその分布をみることにより，産業内貿易指数の品目別および

国・地域別の特徴を視覚的に把握しやすくすることを意図している。

第 2節　産業内貿易指数の計測結果

　本節では，第 1節 1．で述べた観察対象について第 1節 2．で示した方法により産業内貿易

指数を計測した結果を観察する⑵。

1 ．全般的傾向

　まず，対象国・地域における産業内貿易の全般的傾向を概観しておきたい。表3.3は，2000

年から2013年までの対象国・地域の産業内貿易指数の対世界合計値の推移を示したものである。

表3.3　産業内貿易指数（対世界，全品目合計値）

2000 2005 2010 2013 2000-13
日　本 0.884 0.929 0.948 0.924 　0.040
韓　国 0.965 0.958 0.954 0.959 －0.006
台　湾 0.973 0.981 0.980 0.968 －0.005
中　国 0.949 0.928 0.938 0.896 －0.053
インド 0.911 0.837 0.777 0.805 －0.106
米　国 0.781 0.700 0.801 0.821 　0.040
ASEAN5 1.000 0.973 0.971 0.907 －0.093

インドネシア 0.699 0.803 0.924 0.989 　0.290
マレーシア 0.906 0.889 0.906 0.948 　0.042
フィリピン 0.951 0.964 0.969 0.932 －0.019
シンガポール 0.739 0.767 0.741 0.740 　0.001
タ　イ 0.948 0.964 0.972 0.948 　0.000

平均（除く ASEAN5）（注） 0.882 0.884 0.901 0.903 　0.020
（出所）World Trade Atlasより計算。
（注）平均値は，ASEAN5を除く11カ国・地域の単純平均。

　まず，2013年の各国・地域の産業内貿易指数の値をみると，ASEAN5を除く12カ国・地域の

指数は，最も低いシンガポールの値が0.740であり，どの対象国・地域においても貿易全体の

約 4分の 3以上が産業内貿易であり，高い水準で産業内貿易が行われていることがわかる。

　つぎに，2000年と2013年の値を比較してみると，以下の点を指摘することができる。第 1に，

ASEAN以外の国・地域において，2000年から2013年の間に産業内貿易指数の値を上昇させた
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のは，日本と米国の 2カ国であり，それ以外の国・地域では，いずれも指数の値が低下してい

る。

　第 2に，ASEAN5についてみると，集計された地域としての ASEAN5のその他世界に対する

産業内貿易指数の値は2000年の1.000から0.907へと低下しているが，個々の構成国をみると，

フィリピン以外の 4カ国では，同期間中に指数の値が上昇している点が特徴的である⑶。個々

の構成国の多くで産業内貿易指数の値が上昇しているにもかかわらず，これらの国々を集計し

た地域全体の指数の値が低下していることは，域外の国・地域との間での産業内貿易が減少し，

域内の国々の間での産業内貿易が増加したことを示唆していると考えられる。

　表3.4は，2000年と2013年の産業内貿易指数の値（全品目合計値）を，相手国別に示したもの

である。表3.4⑴および表3.4⑵は，それぞれ2000年と2013年の計測結果を示している。また，

表3.4⑶は，2000年と2013年の 2時点間の指数の変化を示している。表3.4では，表側の国の貿

易統計に基づいて，表頭の国との産業内貿易指数を計算している。たとえば，表3.4⑴におけ

る2000年の日本と韓国の産業内貿易指数についてみてみると，表側の日本の貿易統計を用いて

計算された表頭の韓国との産業内貿易指数の値は0.800である。一方，表側の韓国の貿易統計

を用いて計算された表頭の日本との産業内貿易指数の値は0.787となっている。

　理屈の上では，日本から韓国への輸出額および日本の韓国からの輸入額は，それぞれ韓国の

日本からの輸入額および韓国から日本への輸出額と等しくなる。したがって，産業内貿易指数

についても，日本と韓国のいずれの国の貿易統計を用いても，その値は等しくなるはずであり，

いずれか一方の貿易統計を用いて計測すればよいことになる。しかし，実際の計測結果には上

記のように違いが生じている。このように計測結果に違いが生じる原因としては，輸送費や関

税の存在に起因する輸出額と輸入額の乖離や，根本的な統計誤差などに起因する輸出統計と輸

入統計の間の不整合が挙げられる。また，シンガポールとインドネシアの間の貿易のように，

一方の国の貿易統計が公表されないため，産業内貿易指数を計算することができない取引が存

在する。そのため，表3.4では，両方の国の貿易統計を用いて計算した産業内貿易指数の結果

を示してある。

　2000年の指数の計測結果を示す表3.4⑴および2013年の計測結果を示す表3.4⑵をみると，

2000年および2013年の両時点とも，どの国の貿易統計を使用するかによって，かなりの乖離が

みられる。たとえば，2000年のフィリピンとタイの産業内貿易指数は，フィリピンの貿易統計

を用いて計算すると0.843と高い水準を示しているが，タイの貿易統計を用いて計算すれば

0.311と0.532ポイントもの乖離が生じている⑷。

　このように，どの国・地域の貿易統計を使用するかによって結果に大きな差が存在するため，

指数の値そのものから何らかの傾向を見出すことは難しいが，表3.4⑶に示される2000年と

2013年の間の指数の変化については，ひとつの傾向を見出すことができる。表3.4⑶をみると，

東アジア諸国間や東アジアと ASEAN5およびその構成国間では，2013年における産業内貿易
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指数が，2000年と比較して低下（マイナスの値）している場合が多いのに対し，ASEAN5の構

成国間の産業内貿易指数は，2000年と比較して上昇（プラスの値）しているケースが多いこと

が特徴として見出される。この結果は，ASEAN5の構成国がその他の国・地域との産業内貿易

の水準を低下させた反面，域内国間での産業内貿易を増加させていることを示しており，表

3.3の観察結果から得られた上述の推測を裏付ける結果といえる。

　このように，ASEAN5の域内国間での産業内貿易の増加は，第 1章でも論じられている

ASEANにおける経済統合の動き（ 2国間および多国間の自由貿易協定（Free Trade Agreement: 

FTA），ASEAN自由貿易地域（ASEAN Free Trade Area: AFTA），ASEAN産業協力（ASEAN Indus-

trial Cooperation: AICO）スキームなどを通じて，域内における国際分業が進展してきたことの

反映とも解釈することができるかもしれない。

2．品目別の計測結果

　ここでは，より詳細に，品目別および相手国・地域別の産業内貿易の特徴について検討を行

う。品目別および相手国・地域別の包括的な計測結果は，「第 2部　データ編」の表 3に掲載

してある。しかし，品目別および相手国・地域別に産業内貿易指数の値が掲載してあるこの表

からは，特徴を見出しづらいため，第 1節 2．で示した方法でこれらの数値を記号化した表を

作成してその特徴を浮き彫りにする。

　表3.5は，2000年，2005年，2010年および2013年の 4時点について，対象国・地域の品目別・

相手国・地域別の産業内貿易指数のうち，値が高い品目と低い品目を抽出した結果を，表3.2

で示した方法により記号化したものを示したものである。以下では，本章で取り上げている12

カ国・地域について，計測結果を検討する。

⑴　日　本

　表3.5⑴は，日本の相手国・地域別の産業内貿易指数の推移を示したものである。この表か

ら読み取ることのできる日本の特徴として，以下の諸点を指摘することができる。

　第 1に，全品目合計値では，すべての観察時点において，対世界および対 ASEAN5の産業

内貿易指数の値が0.85以上を示している。とくに，対 ASEAN5については， 4時点すべてで

0.90以上の高い値を示していることがわかる。そのほか，対中国，対インド，対 EU27につい

ても， 3時点で0.80以上の値を示している。

　第 2に，多くの相手国・地域について，一次産品に属する品目および軽工業製品に属する一

部の品目（「 4．調製食料品」，「 8．皮革・装身具」，「 9．木材及び製品」，「12．履物・帽子類」）の

産業内貿易指数が一貫して低いことが挙げられる。また，インドに対しては，すべての時点に

おいて，上記品目のみならず，その他の軽工業製品に含まれる品目や，化学，機械類など，ほ
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とんどの品目について産業内貿易指数が低い値を示している。これは，上述の全品目合計が高

い産業内貿易指数の値を示している事実とは対照的である。このように，全品目合計と品目別

の計測結果が異なる原因は，日本とインドの貿易は，総額ベースではおおむね輸出入がバラン

スしているが，各品目においては輸出額と輸入額が著しく異なっているためである。このこと

は，日本とインドの貿易は相互に補完的であることを示しているとみることもできよう。

　第 3に，指数の値が高い品目は，相手国・地域によりばらつきがあるが，対世界でみると，

「 6．化学」がすべての時点において0.85以上の高い値を示している。また， 3時点以上で産

業内貿易指数が0.80より高い値を示している品目（□，○および☆）を相手国・地域ごとに抽

出すると以下のようになる。

軽工業品
10．パルプ・紙製品 韓国（ 3時点），中国（ 3時点），ASEAN5（ 3 時点）
11．繊維及び製品 米国（ 4時点）
12．セメント類 EU27（ 4 時点）

化学 7．プラスチック類 ASEAN5（ 3 時点）

機械類
15．卑金属製品 EU27（ 4 時点）
16．機械類 中国（ 3時点）
18．精密機器類 米国（ 3時点），EU27（ 3 時点）

⑵　韓　国

　表3.5⑵は，韓国の相手国・地域別の産業内貿易指数の推移を示したものである。この表か

ら読み取ることのできる韓国の特徴として，以下の諸点を指摘することができる。

　第 1に，全品目合計値をみると， 4時点すべてにおいて対世界，対米国および対 ASEAN5

が高い値を示している。また，対台湾についても2000年以降の 3時点，対 EU27については，

2010年以降の 2時点で高い値を示しており，これら 2つの国・地域とは近年になって産業内貿

易を増加させつつあるといえる。

　第 2に，日本の場合と同様，一次産品や軽工業の一部品目（「 4．調製食料品」「 8．皮革・装

身具」「 9．木材及び製品」）において産業内貿易指数の値が低くなっている。また，これも日本

と同様，インドとの産業内貿易は，すべての時点，ほとんどの品目について低い水準にとどま

っていることがわかる。ただし，対インドの全品目合計の指数の値は2000年を除いて0.8未満

であり，日本ほど高い値を示していないため，韓国とインドの間の貿易は日本とインドほど補

完的な関係にはないと思われる。

　第 3に，一部の軽工業品や化学，機械類に属する品目については，産業内貿易指数の値が高

くなっている。対世界をみると，「10．パルプ・紙製品」，「14．貴金属製品」などの軽工業品

や，「 6．化学」，「15．卑金属製品」などの一部の機械類の品目の産業内貿易指数の値が高い。

国・地域別にみると，対日本，対台湾，対中国については，主として軽工業に属する品目の指
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数の値が高く，対 ASEAN5については化学および機械類，対米国および対 EU27については機

械類において，高い産業内貿易指数の値を示す品目が多い。この結果からは，韓国は地域ある

いは所得水準により，異なる品目について産業内貿易を通じた国際分業を行っているように思

われる。すなわち，東アジア諸国（日本，台湾，中国）とは主として軽工業において，ASEAN5

とは主として化学産業において，米国および EU27などの先進国・地域とは主として機械類に

おいて，産業内貿易を通じた国際分業を行っていると推察される。

⑶　台　湾

　表3.5⑶は，台湾の相手国・地域別の産業内貿易指数の推移を示したものである。この表か

ら読み取ることのできる台湾の特徴として，日本や韓国ほど顕著ではないものの，台湾につい

ても一次産品や軽工業において，どの相手国・地域に対しても産業内貿易の水準が低い傾向が

あることが挙げられる。また，インドに対しては，一次産品や傾向のみならず，化学や機械類

についても産業内貿易指数が低い品目が他の相手国・地域に比べて多いことも日本および韓国

と共通している。

　つぎに，産業内貿易の水準が高い品目を相手国・地域別にみてみる。まず，対世界（相手

国・地域全体）の指数の値の推移をみると，軽工業品および機械類に属する品目において，産

業内貿易の水準がいずれの時点においても高いことがわかる。しかし，国・地域別にみると，

相手国・地域により産業内貿易の水準が高い品目が異なっている。各産業カテゴリーにおいて，

高い産業内貿易指数の値を示している品目の多い国・地域は以下のとおりである。なお，括弧

内の品目は，その国・地域が高い産業内貿易指数の値を示す品目である。

一次産品
中国（「 1．動物性生産品」，「 5．鉱物性生産品」）
ASEAN5（「 5．鉱物性生産品」）

軽工業品
韓国（「 9．木材及び製品」，「11．繊維及び製品」）
中国（「 8．皮革・装身具」，「 9．木材及び製品」）
ASEAN5（「10．パルプ・紙製品」，「12．履物・帽子類」）

化学 ASEAN5（「 6．化学」）

機械類
中国（「16．機械類」，「17．輸送機器」），
EU27（「17．輸送機器」）

　台湾の産業は，おもに中国および ASEAN5の幅広い産業との間で，高い水準で産業内貿易

を行っており，これら 2つの国・地域との間で密接な分業関係を築いていることが見て取れる。

また，軽工業品については韓国，機械類については EUとの間でも高い水準で産業内貿易指数

を行っていることがわかる。
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⑷　中　国

　表3.5⑷は，中国の相手国・地域別の産業内貿易指数の推移を示したものである。まず，指

数が低い値を示す品目が，一次産品と軽工業品に属する品目である点はこれまでみてきた 3カ

国・地域と同様であるが，日本や韓国と比較して幾分異なる傾向が見て取れる。一次産品につ

いては，日本および韓国においては，ほぼすべての品目および相手国・地域について産業内貿

易指数は低い値を示していたが，中国の場合は，指数の値が高い品目や国・地域もみられる。

また，軽工業品についても，指数の値が低い品目が日本や韓国とは異なっている。

　つぎに，産業内貿易の水準が高い品目を相手国・地域別にみてみる。まず，対世界（相手

国・地域全体）の指数の値の推移をみると，機械類に属する品目において，産業内貿易の水準

が高い点が特徴的である。各産業カテゴリーにおいて，高い産業内貿易指数の値を示している

品目の多い国・地域は以下のとおりである。

一次産品
インド（「 2．植物性生産品」），米国（「 1．動物性生産品」）
ASEAN5（「 3．油脂」）

軽工業品
日本（「13．セメント類」），台湾（「14．貴金属製品」）
インド（「 8．皮革・装身具」，「11．繊維及び製品」）

化学
米国（「 6．化学」），ASEAN5（「 6．化学」）
EU27（「 6．化学」，「 7．プラスチック類」）

機械類
韓国（「15．卑金属製品」），米国（「18．精密機器類」）
ASEAN5（「18．精密機器類」），EU27（「15．卑金属製品」，「18．精密機器類」）

　台湾の場合と同様，相手国・地域により産業内貿易の水準が高い品目が異なっていることが

わかる。たとえば，インドとは一次産品や軽工業品について産業内貿易の水準が高い一方，

EU諸国とは化学や機械類について，産業内貿易の水準が高い。また，米国や ASEAN5の産業

とは一次産品から機械類までの幅広い産業について，産業内貿易を通じて密接な関係にあるこ

とが観察される。

⑸　インド

　表3.5⑹は，インドの相手国・地域別の産業内貿易指数の推移を示したものである。インド

については，データ作成時点では2007年以前の品目別の貿易額が利用不可能であったため（米

国については2012年以前），2000年と2005年については全品目合計値のみの計算結果が示してあ

り，品目別の計算結果は2010年と2013年の 2時点のみとなっている（米国については2013年のみ）。

　まず，対世界についてみると，他の国・地域と同様の傾向が見出される。すなわち，一次産

品の指数の値が概して低く，化学や機械類の指数の値は高くなっている。相手国・地域別にみ

てみると，対日本および対韓国については一次産品や軽工業品のみならず，化学や機械類の産

業内貿易の水準が低く，インドの貿易統計に基づく計算結果は，上記の国々の貿易統計に基づ
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く計算結果とおおむね整合的になっている。また，対台湾については軽工業品において産業内

貿易の水準が高く，中国については一次産品のうちの「 2．植物性生産品」の指数の値が高い

点も，これら国・地域の対インドの観察結果とおおむね合致している。一方，米国，ASEAN

および EUとの間では，主として化学や機械類に属する品目の産業内貿易指数の値が高く，東

アジア諸国とは異なる傾向が観察される。ASEANについては，「 5．鉱物性製品」の産業内

貿易が高い水準（0.9以上）を示していることや，EUとは全品目合計の指数の値が一貫してき

わめて高い点も特徴的である。

　以上より，インドの産業内貿易指数が高い国・地域の品目別傾向は，大凡以下のようにまと

められる（括弧内は，その国・地域が高い産業内貿易指数の値を示す具体的品目）。

一次産品 中国（「 2．植物性生産品」），ASEAN5（「 5．鉱物性生産品」）

軽工業品
台湾（「 8．皮革・装身具」，「14．貴金属製品」など）
EU27（「13．セメント類」）

化学 ASEAN5（「 6．化学」），EU27（「 6．化学」）
機械類 ASEAN5（「15．卑金属製品」），EU27（「15．卑金属製品」）

　インドの傾向として，産業内貿易を通じた経済的な関係は，EUが最も緊密な関係を築いて

いることがわかる。次いで ASEANが一定の結び付きを有しており，東アジア諸国の産業との

関係はまだ限定的であることがわかる。インドは1990年代以降，「ルック・イースト」政策に

より東南アジア以東の東アジア諸国・地域との経済関係を強化してきた（第 1章参照）。計測結

果からは，東アジア諸国との間では台湾の一部産業との間で産業内貿易を通じたつながりを強

めてきたが，まだ一部の産業に限られており，EUや ASEANと比較してまだ希薄であること

が窺える。

⑹　米　国

　表3.5⑹は，米国の相手国・地域別の産業内貿易指数の推移を示したものである。まず，対

世界の品目別産業内貿易指数をみると，全品目合計値では2010年以降は0.8を超える水準を示

すようになったものの，表3.3からも明らかなとおり，他の国・地域と比較してとくに高いわ

けではない。しかし，品目別にみると，多くの品目において，高い水準で産業内貿易が行われ

ていることがわかる。「12．履物・帽子類」のみが 4時点すべてで0.2以下の値を示している以

外は，一次産品から機械類に至るまで，さまざまな品目において産業内貿易が高い水準を示し

ており，米国が幅広い産業で各国と貿易を行い，密接な関係を有していることが伺える。

　相手国・地域別にみると，以下の特徴が観察される。まず，EUは対世界とほぼ同じ傾向を

示しており，米国と EUの間では，一次産品から機械類まで幅広い産業で産業内貿易を通じた

分業が行われていることが窺える。一方，東アジア諸国（日本，韓国，台湾，中国），ASEAN
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およびインドなどアジアの国々との間では，一次産品および軽工業品において，黒い記号で示

される品目が多く，産業内貿易の水準が低いことが見て取れる。これらの国々のなかでも，日

本と韓国では一次産品の指数の値が低く，中国やインドでは軽工業品において産業内貿易の水

準が低い品目が多くみられる。一方，化学や機械類に属する品目に関しては，産業内貿易指数

の値が高い品目が散見される。

　米国の産業内貿易指数が高い国・地域の品目別傾向は，おおよそ以下のようにまとめられる

（括弧内は，その国・地域が高い産業内貿易指数の値を示す具体的品目）。

一次産品 台湾（「 3．油脂」），EU27（「 1．動物性生産品」，「 5．鉱物性生産品」）

軽工業品
日本（「11．繊維及び製品」），インド（「10．パルプ・紙製品」）
ASEAN5（「13．セメント類」）
EU27（「 9．木材及び製品」，「10．パルプ・紙製品」）

化学
日本（「 6．化学」），インド（「 6．化学」），ASEAN5（「 6．化学」）
EU27（「 7．プラスチック類」）

機械類
日本（「18．精密機器類」），台湾（「17．輸送機器」），
ASEAN5（「18．精密機器類」），EU27（「17．輸送機器」，「18．精密機器類」）

　この結果より，EUがすべての産業において，多くの品目で米国と高い水準で産業内貿易を

行っていることがわかる。

⑺　ASEAN5

　表3.5⑺は，集計された地域としての ASEANの相手国・地域別の産業内貿易指数の推移を

示したものである。

　まず，対世界の産業内貿易指数をみてみると，表3.3でみたように低下傾向にはあるものの，

全品目合計で 4時点とも0.9以上の高い水準を示すとともに，一次産品から機械類に至るまで，

産業内貿易の水準が高い品目が多いことが挙げられる。

　つぎに，相手国・地域別にみてみる。全産業合計値では，台湾や中国など一部の国および時

点を除き，多くの国・地域と高い水準で産業内貿易を行っていることがわかる。品目別にみると，

ほとんどの国・地域において，産業内貿易指数の値が低い品目は，一次産品および軽工業品に

集中しているが，国・地域により，指数の値が低い品目には若干のばらつきがみられる。一次

産品に属する品目については，対世界において唯一 4時点を通じて0.1以下の値を示していた

「 3．油脂」は，どの国・地域においても低い値を示しているが，日本と中国はそれ以外にも低

い値を示している品目が他の国・地域に比べて多いのが特徴的である。軽工業品に属する品目

については，「 9．木材及び製品」がとくに東アジアの国々との間で0.1以下の低い値を示して

いる。また，日本，米国および EUの先進国については「12．履物・帽子類」など雑貨類で産

業内貿易の水準が低い点も特徴として挙げられる。化学については，EUを除く国々が高い値を
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示し，機械類については，多くの国・地域との間で高い水準の産業内貿易が行われているにも

かかわらず，日本とインドとの間では，0.8を超える品目がどの時点においても存在しない。

⑻　インドネシア

　表3.5⑻は，インドネシアの相手国・地域別の産業内貿易指数の推移を示したものである。

まず，対世界の計測結果についてみてみると，全産業合計値では，2000年には指数の値が0.8

未満であったが，その後指数の値は上昇傾向を示しており，2010年以降は0.9以上の高い水準

で推移している。品目別については，目立った特徴を見出すことは難しい。

　相手国・地域別にみると，いずれの国・地域および品目についても黒い記号が目立ち，総じ

て産業内貿易の水準は低いことが窺えるが，唯一の例外として，その他の ASEAN諸国との間

では，2010年以降，一次産品から機械類に至るまで産業全般において，産業内貿易の水準が高

まってきていることが顕著な特徴として指摘することができる。

⑼　マレーシア

　表3.5⑼は，マレーシアの相手国・地域別の産業内貿易指数の推移を示したものである。まず，

対世界の計測結果についてみてみると，全産業合計値では， 4時点すべてで0.85以上の値を示

しており，マレーシアの産業が，他の国・地域と高い水準で産業内貿易を行っていることが見

て取れる。品目別にみても一次産品や軽工業において，黒い記号で示される産業内貿易指数の

値が低い品目が散見されるが，それらの品目についても指数の値は上昇傾向にある。また，「 4．

調製食料品」「13．セメント類」「 6．化学」「 7．プラスチック類」「16．機械類」「18．精密

機器類」など多くの品目の指数が高い値を示しており，化学や機械類を中心とする製造業品に

おいて産業内貿易が活発に行われている状況が窺える。

　相手国・地域別についてみると，その他の ASEAN 諸国を除くいずれの国・地域についても，

一次産品および軽工業品に属する品目においては産業内貿易の水準は低いことがわかる。また，

化学に属する品目については日本，韓国，台湾，中国など東アジア諸国との間で，機械類に属

する品目については米国および EUとの間で，それぞれ産業内貿易の水準が高い傾向があるこ

とがわかる。また，マレーシアについて最も顕著な特徴として，その他の ASEAN諸国との間の

産業内貿易の水準がすべての産業においてきわめて高いことが挙げられる。また，全品目合計

値からは，その他の ASEAN諸国との間で産業内貿易水準は近年になって高まりつつあることが

窺える。これは，インドネシアとも共通する傾向であるが，マレーシアの場合，インドネシアと

比較してよりその他の ASEAN諸国との産業内貿易を通じた結び付きが強いことがわかる。

⑽　フィリピン

　表3.5⑽は，フィリピンの相手国・地域別の産業内貿易指数の推移を示したものである。まず，
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対世界の計測結果についてみてみると，全産業合計値では，産業内貿易指数が 4時点すべてで

0.9以上の値を示しており，高い水準で産業内貿易が行われていることがわかる。品目別にみ

ると，総じて機械類において産業内貿易の水準が高いことが窺える。

　相手国・地域別にみてみると，いずれの国・地域との間においても，一次産品や軽工業品に

属する品目については産業内貿易の水準が低く，機械類に属する品目については，産業内貿易

の水準が高い傾向が見出される。また，インドネシアやマレーシアとは異なり，フィリピンの

場合，その他の ASEAN諸国との間には，とくに強い結び付きは見出されない。全品目合計値

をみると，その他の ASEAN諸国に対する産業内貿易指数の水準は2000年から2013年にかけて，

むしろ低下傾向を示している。対照的に，中国や米国，EUといった ASEAN域外の国・地域

との間で，産業内貿易の水準を高めていることが窺える。

⑾　シンガポール

　表3.5⑾は，シンガポールの相手国・地域別の産業内貿易指数の推移を示したものである。

まず，対世界についてみてみると，全産業合計値では，表3.3でもみたとおり，シンガポール

の産業内貿易指数は0.8未満で対象国・地域のなかで最も低くなっている。品目別の傾向をみ

ると，一次産品や軽工業については産業内貿易指数の値は低く，化学に属する品目の産業内貿

易指数の水準が高いことがわかる。

　相手国・地域別にみると，日本や韓国，台湾など東アジア諸国との間で，軽工業において一

部産業内貿易の水準が高い品目がみられるが，対世界の場合と同様，一次産品や軽工業品にお

いてはいずれの国・地域に対しても，総じて産業内貿易の水準は低い。

　一方，化学については，日本，韓国，台湾および EUとの間で産業内貿易の水準が高い傾向

が観察される。また，機械類に関しては，台湾およびインドとの間で産業内貿易の水準が比較

的高くなっている。その他の ASEAN諸国との関係については，品目別にはとくに顕著な傾向

は見出されないものの，2013年になって全品目合計値が0.8を超える水準に上昇しており，ASE-

AN 域内の国々との間で産業内貿易を通じた結び付きは強まってきていることが推察される。

⑿　タイ

　表3.5⑿は，タイの相手国・地域別の産業内貿易指数の推移を示したものである。まず，対

世界についてみてみると，全産業合計値は， 4時点すべてで0.9以上の値を示しており，他の

国・地域と密接な結び付きを示していることが窺える。品目別の傾向をみると，一次産品から

機械類に至るまで，産業全般にわたって高い水準で他の国・地域と産業内貿易を行っているこ

とが窺える。

　相手国・地域別についてみてみると，大まかな傾向として，日本，韓国および中国との間で

は化学，台湾およびインドとの間では軽工業品および機械類，米国との間では一次産品および
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■
★

●
5
鉱
物
性
生
産
品

☆
☆

○
□

☆
□

■
★

○
○

■
●

軽 工 業 品

4
調
製
食
料
品

★
★

★
★

☆
○

☆
8
皮
革
・
装
身
具

●
●

●
★

○
□

○
☆

☆
☆

9
木
材
及
び
製
品

★
★

★
★

★
★

★
●

★
★

□
★

□
○

☆
○

10
パ
ル
プ
・
紙
製
品

○
●

☆
☆

★
★

★
■

☆
☆

11
繊
維
及
び
製
品

○
□

○
○

☆
●

■
■

■
■

■
●

●
12
履
物
・
帽
子
類

★
★

★
★

□
●

□
☆

★
★

★
★

●
■

●
●

★
★

★
●

★
★

★
★

13
セ
メ
ン
ト
類

☆
☆

☆
☆

☆
★

■
●

●
14
貴
金
属
製
品

☆
□

☆
★

○
☆

■
■

★
●

☆
☆

○
☆

化 学
6
化
学

○
☆

☆
☆

□
☆

☆
☆

☆
☆

□
○

○
7
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

★
■

★
●

●
■

□
○

☆
☆

☆
☆

機 械 類

15
卑
金
属
製
品

☆
☆

☆
□

☆
□

○
☆

○
○

☆
☆

16
機
械
類

☆
■

★
★

□
○

○
☆

☆
□

17
輸
送
機
器

○
☆

☆
●

★
●

☆
☆

●
●

★
★

☆
☆

□
□

□
☆

18
精
密
機
器
類

●
■

■
○

☆
☆

☆
☆

○
□

○
☆

☆
□

☆
☆

10
0
全
品
目
合
計

☆
☆

□
☆

☆
☆

□
□

○
☆

○
☆

☆
☆

○
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⑸
イ
ン
ド

日
本

韓
国

台
湾

中
国

米
国

A
SE

A
N
5

E
U
27

世
界

20
00
20
05
20
10
20
13
20
00
20
05
20
10
20
13
20
00
20
05
20
10
20
13
20
00
20
05
20
10
20
13
20
00
20
05
20
10
20
13
20
00
20
05
20
10
20
13
20
00
20
05
20
10
20
13
20
00
20
05
20
10
20
13

一 次 産 品

1
動
物
性
生
産
品

n.
a.

n.
a.
★

★
n.

a.
n.

a.
★

★
n.

a.
n.

a.
★

★
n.

a.
n.

a.
★

★
n.

a.
n.

a.
n.

a.
★

n.
a.

n.
a.
★

★
n.

a.
n.

a.
★

★
n.

a.
n.

a.
●

★
2
植
物
性
生
産
品

n.
a.

n.
a.
★

★
n.

a.
n.

a.
★

★
n.

a.
n.

a.
■

★
n.

a.
n.

a.
☆

□
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
■

n.
a.

n.
a.
★

★
n.

a.
n.

a.
3
油
脂

n.
a.

n.
a.
★

★
n.

a.
n.

a.
★

★
n.

a.
n.

a.
★

■
n.

a.
n.

a.
★

★
n.

a.
n.

a.
n.

a.
○

n.
a.

n.
a.
★

★
n.

a.
n.

a.
■

n.
a.

n.
a.

■
5
鉱
物
性
生
産
品

n.
a.

n.
a.
●

●
n.

a.
n.

a.
□

n.
a.

n.
a.
★

■
n.

a.
n.

a.
■

n.
a.

n.
a.

n.
a.

n.
a.

n.
a.
☆

☆
n.

a.
n.

a.
■

■
n.

a.
n.

a.

軽 工 業 品

4
調
製
食
料
品

n.
a.

n.
a.
★

★
n.

a.
n.

a.
★

★
n.

a.
n.

a.
★

★
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
8
皮
革
・
装
身
具

n.
a.

n.
a.
●

★
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
□

☆
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
★

n.
a.

n.
a.

n.
a.

n.
a.

n.
a.

n.
a.

9
木
材
及
び
製
品

n.
a.

n.
a.
☆

n.
a.

n.
a.

○
n.

a.
n.

a.
☆

n.
a.

n.
a.
★

★
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
★

★
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
■

10
パ
ル
プ
・
紙
製
品

n.
a.

n.
a.
★

★
n.

a.
n.

a.
★

★
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
★

★
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
11
繊
維
及
び
製
品

n.
a.

n.
a.

n.
a.

n.
a.

n.
a.

n.
a.
○

n.
a.

n.
a.
○

n.
a.

n.
a.

n.
a.
★

n.
a.

n.
a.

n.
a.

n.
a.
★

●
n.

a.
n.

a.
12
履
物
・
帽
子
類

n.
a.

n.
a.

★
n.

a.
n.

a.
■

■
n.

a.
n.

a.
☆

n.
a.

n.
a.

□
n.

a.
n.

a.
n.

a.
★

n.
a.

n.
a.

n.
a.

n.
a.
★

★
n.

a.
n.

a.
13
セ
メ
ン
ト
類

n.
a.

n.
a.

n.
a.

n.
a.
□

n.
a.

n.
a.
□

☆
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
○

n.
a.

n.
a.
☆

○
n.

a.
n.

a.
☆

○
14
貴
金
属
製
品

n.
a.

n.
a.

n.
a.

n.
a.

n.
a.

n.
a.
★

■
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
化 学

6
化
学

n.
a.

n.
a.

○
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
□

○
n.

a.
n.

a.
☆

☆
n.

a.
n.

a.
○

☆
7
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

n.
a.

n.
a.
★

●
n.

a.
n.

a.
★

★
n.

a.
n.

a.
★

★
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
○

n.
a.

n.
a.

n.
a.

n.
a.

□
n.

a.
n.

a.

機 械 類

15
卑
金
属
製
品

n.
a.

n.
a.

n.
a.

n.
a.

n.
a.

n.
a.
☆

○
n.

a.
n.

a.
☆

n.
a.

n.
a.

n.
a.

n.
a.

n.
a.
□

□
n.

a.
n.

a.
○

☆
n.

a.
n.

a.
☆

☆
16
機
械
類

n.
a.

n.
a.
★

■
n.

a.
n.

a.
★

★
n.

a.
n.

a.
●

■
n.

a.
n.

a.
★

★
n.

a.
n.

a.
n.

a.
□

n.
a.

n.
a.

n.
a.

n.
a.

n.
a.

n.
a.

17
輸
送
機
器

n.
a.

n.
a.
●

n.
a.

n.
a.
★

★
n.

a.
n.

a.
☆

n.
a.

n.
a.
★

n.
a.

n.
a.

n.
a.

n.
a.

n.
a.

n.
a.

n.
a.
☆

n.
a.

n.
a.
○

☆
18
精
密
機
器
類

n.
a.

n.
a.
■

●
n.

a.
n.

a.
★

●
n.

a.
n.

a.
●

●
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
n.

a.
10
0
全
品
目
合
計

☆
□

□
○

☆
□

○
☆

☆
☆

☆
☆

□
□

⑹
米
国

日
本

韓
国

台
湾

中
国

イ
ン
ド

A
SE

A
N
5

E
U
27

世
界

20
00
20
05
20
10
20
13
20
00
20
05
20
10
20
13
20
00
20
05
20
10
20
13
20
00
20
05
20
10
20
13
20
00
20
05
20
10
20
13
20
00
20
05
20
10
20
13
20
00
20
05
20
10
20
13
20
00
20
05
20
10
20
13

一 次 産 品

1
動
物
性
生
産
品

★
●

●
●

★
●

●
●

☆
□

★
★

★
★

☆
○

○
☆

☆
☆

○
☆

☆
2
植
物
性
生
産
品

★
★

★
★

★
●

★
★

★
★

★
●

■
■

3
油
脂

○
★

★
★

★
☆

○
○

□
★

★
★

★
☆

○
☆

5
鉱
物
性
生
産
品

□
○

★
★

☆
□

□
☆

■

軽 工 業 品

4
調
製
食
料
品

●
☆

○
☆

□
☆

8
皮
革
・
装
身
具

★
●

★
★

■
●

★
★

★
★

●
9
木
材
及
び
製
品

★
★

★
★

★
★

★
★

□
☆

■
■

○
○

☆
10
パ
ル
プ
・
紙
製
品

☆
☆

□
☆

☆
□

☆
☆

☆
☆

☆
☆

○
○

11
繊
維
及
び
製
品

☆
☆

☆
☆

■
●

★
★

★
★

★
■

■
■

●
■

12
履
物
・
帽
子
類

★
○

★
★

●
■

★
●

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
●

■
■

●
★

●
●

13
セ
メ
ン
ト
類

○
□

○
■

●
■

□
○

☆
14
貴
金
属
製
品

●
■

●
○

☆
☆

☆
☆

化 学
6
化
学

☆
☆

☆
☆

☆
☆

□
☆

○
☆

○
○

☆
☆

☆
☆

☆
☆

7
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

□
□

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆

機 械 類

15
卑
金
属
製
品

□
□

○
□

☆
□

□
16
機
械
類

□
☆

■
☆

□
□

☆
17
輸
送
機
器

☆
○

☆
☆

☆
☆

□
■

■
□

☆
□

□
☆

☆
18
精
密
機
器
類

☆
☆

☆
□

□
○

☆
☆

☆
○

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
10
0
全
品
目
合
計

□
○

□
□

□
□

□
□

○
□

□
□
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⑺

A
SE

A
N
5 

日
本

韓
国

台
湾

中
国

イ
ン
ド

米
国

E
U
27

世
界

20
00
20
05
20
10
20
13
20
00
20
05
20
10
20
13
20
00
20
05
20
10
20
13
20
00
20
05
20
10
20
13
20
00
20
05
20
10
20
13
20
00
20
05
20
10
20
13
20
00
20
05
20
10
20
13
20
00
20
05
20
10
20
13

一 次 産 品

1
動
物
性
生
産
品

★
☆

○
○

★
★

★
★

□
□

☆
☆

○
☆

□
☆

□
2
植
物
性
生
産
品

●
■

■
■

○
□

☆
○

☆
○

□
3
油
脂

●
★

★
★

★
★

★
★

●
●

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

5
鉱
物
性
生
産
品

★
★

☆
■

☆
☆

☆
☆

☆
□

○
□

☆
☆

☆
○

軽 工 業 品

4
調
製
食
料
品

■
●

●
●

■
□

☆
☆

☆
☆

□
○

○
□

□
○

8
皮
革
・
装
身
具

□
●

○
○

☆
■

□
○

9
木
材
及
び
製
品

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

■
●

■
■

■
10
パ
ル
プ
・
紙
製
品
○

☆
☆

○
○

□
○

☆
○

☆
☆

☆
☆

☆
○

○
11
繊
維
及
び
製
品

□
□

☆
●

■
○

12
履
物
・
帽
子
類

★
★

●
★

○
☆

☆
★

■
●

●
●

★
★

★
★

13
セ
メ
ン
ト
類

☆
○

○
○

□
☆

□
□

■
□

☆
□

○
☆

☆
☆

☆
□

14
貴
金
属
製
品

★
★

■
★

☆
☆

□
☆

○
□

□
☆

化 学
6
化
学

○
☆

☆
☆

☆
☆

□
☆

☆
☆

□
☆

☆
☆

☆
☆

○
☆

○
☆

7
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

☆
☆

☆
□

☆
□

☆
○

機 械 類

15
卑
金
属
製
品

☆
○

☆
□

○
16
機
械
類

☆
☆

☆
○

□
○

☆
☆

☆
☆

☆
□

17
輸
送
機
器

●
★

☆
☆

☆
☆

○
□

○
18
精
密
機
器
類

□
☆

○
☆

☆
○

○
□

☆
☆

□
□

○
□

○
☆

10
0
全
品
目
合
計

□
○

○
☆

○
○

□
☆

□
□

○
○

☆
□

□
☆

☆
○

□
○

☆
☆

☆
☆

☆
☆

⑻
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

日
本

韓
国

台
湾

中
国

イ
ン
ド

米
国

E
U
27

O
th

er
 A

SE
A

N
 

（
A

SE
A

N
4）

世
界

20
00
20
05
20
10
20
13
20
00
20
05
20
10
20
13
20
00
20
05
20
10
20
13
20
00
20
05
20
10
20
13
20
00
20
05
20
10
20
13
20
00
20
05
20
10
20
13
20
00
20
05
20
10
20
13
20
00
20
05
20
10
20
13
20
00
20
13

一 次 産 品

1
動
物
性
生
産
品

★
★

★
★

★
■

★
○

★
★

★
■

○
□

2
植
物
性
生
産
品

■
★

●
■

●
●

★
★

○
□

□
3
油
脂

●
★

★
★

●
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
●

★
■

★
★

5
鉱
物
性
生
産
品

★
★

★
★

■
★

■
■

■
★

●
★

●
★

●
□

□

軽 工 業 品

4
調
製
食
料
品

■
■

●
☆

☆
☆

☆
□

☆
☆

○
8
皮
革
・
装
身
具

■
★

●
●

☆
●

★
●

●
○

☆
□

□
9
木
材
及
び
製
品

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
●

★
★

★
★

●
●

●
●

○
☆

★
■

10
パ
ル
プ
・
紙
製
品

■
■

★
■

●
■

★
★

☆
☆

☆
☆

11
繊
維
及
び
製
品

□
■

■
■

■
●

★
■

○
☆

□
12
履
物
・
帽
子
類

★
★

★
★

○
□

○
☆

□
★

★
★

★
★

★
★

★
■

●
13
セ
メ
ン
ト
類

☆
☆

○
★

○
○

□
○

○
☆

☆
14
貴
金
属
製
品

★
★

★
■

★
□

★
●

■
★

□
★

★
★

★
★

●
☆

★
★

●
★

★
化 学

6
化
学

□
☆

☆
☆

□
☆

☆
□

○
□

○
□

7
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
☆

□
○

□
☆

☆
☆

機 械 類

15
卑
金
属
製
品

☆
○

☆
□

□
■

☆
☆

□
□
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⑼
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●
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○
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□
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□
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□
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□
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□

■
☆

●
★

●
■

★
■

□
化 学

6
化
学

■
☆

☆
■

□
○
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○
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○
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○

○
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□
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○
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○
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○
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○
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□
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（
出
所
）「
第
2
部
　
デ
ー
タ
編
」
の
表
3
に
基
づ
い
て
筆
者
作
成
。

（
出
所
）　
表
3.
2に
基
づ
き
符
号
化
，
筆
作
成
。
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機械類，EUとの間では機械類に属する品目について，産業内貿易の水準が高いことがわかる。

その他の ASEAN諸国との関係については，対世界の場合と同様， 4時点すべてで全産業合計

値が0.9以上の値を示しているとともに，品目別にみても産業全般にわたって高い水準で産業

内貿易を行っており，その他の国・地域と比較して，明らかに ASEAN域内国とのつながりが

強いことがわかる。

まとめ

　本章では，東アジア諸国を中心とする12の国・地域を対象として，産業内貿易指数を観察し，

これらの国 ･地域における国際分業構造を把握することを試みた。前節における産業内貿易指

数の観察から明らかになった対象国・地域の特徴は，おおよそ以下のようにまとめられる。

　第 1に，表3.3の結果より，本章で取り上げた12の国・地域が他の国 ･地域と行っている貿

易のうち，約 4分の 3以上が産業内貿易であり，各国・地域とも他の国・地域との間で緊密な

生産ネットワークを形成していることが窺える。

　第 2に，品目別の産業内貿易指数を観察すると，貿易相手国・地域により違いはあるものの，

いずれの対象国・地域についても，総じて一次産品および軽工業品に属する品目の産業内貿易

の水準は低く，化学および機械類に属する品目の産業内貿易の水準は高くなっている。これは，

素材や原材料のように生産物の差別化が難しく，また生産工程も比較的単純である品目につい

ては，産業内貿易は行われにくく，化学や機械類など多くの原材料や部品を必要とし，生産工

程が複雑で（迂回生産の程度が高い），かつ生産物もブランドの違いなどにより差別化されてい

る重化学工業製品においては産業内貿易の水準が高くなるというさまざまな概念的・実証的な

検討結果（Grubel and Lloyd 1971, 1975，Finger 1975，Grubel 1977など）と整合的な結果といえる。

　第 3に，集計された地域としての ASEANに着目すると，2000年から2013年の間に域外の

国々とは産業内貿易の水準を低下させる一方で，各構成国は他の域内国との間の産業内貿易の

水準を上昇させており（表3.3および表3.4参照），域内の国々の間で，国際分業を進展させてき

たことが窺える。これは，1990年代以降進められてきた AFTAに代表される域内の経済統合

の動きを反映した動きといえるかも知れない。2015年には，ASEAN経済共同体（ASEAN Eco-

nomic Cooperation: AEC）が発足することから，ASEAN域内の産業内貿易の水準は，今後も上

昇することが予想される⑸。

　第 4に，東アジア諸国とインドとの関係が挙げられる。インドと ASEAN，米国および EU

などの国・地域の間では，化学および機械類に属する品目について，高い水準で産業内貿易が

行われているが，インドと北東アジア諸国（日本，韓国，台湾，中国）との間では，ほとんどす

べての品目において，低い水準でしか産業内貿易は行われておらず，インドと北東アジア諸国
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の間では，国際分業が進んでいないことが示唆される。インドは1990年代以降，「ルック・イ

ースト政策」のもと，東南アジア以東の国々との経済的関係の強化を図ってきたが，産業内貿

易指数の計測結果からみるかぎり，ASEANとの分業関係は緊密になっているものの，北東ア

ジア諸国との分業関係はまだ希薄であるといえよう。

〔注〕
⑴  産業内貿易指数は国際分業の水準を表わす指標とされるが，序章で説明されているとおり，国際
分業には，同一の産業に属する最終製品同士が相互に取引される「水平分業」と同一産業に分類
される産業の間で，生産工程を分割して生産を行う「工程間分業」の 2つの分業形態がある。本
章で使用されているグルーベル＝ロイド型の産業内貿易指数は，この 2つの分業形態を明確に識
別することはできないため，本章において産業内貿易指数から推察される「国際分業」において
は，上述の 2つの分業形態が峻別されていない点に注意が必要である。

⑵ ただし，第 2章で検討したとおり，ここで計測した産業内貿易指数の値は，かなりの上方バイア
スを持っていることに注意する必要がある。

⑶  ASEAN5の2000年の値が1.000，すなわち貿易全体に占める産業内貿易の割合が100％という極端
な結果となっているのは，この年における ASEAN5のその他世界に対する輸出入額がほぼバラン
スしており，産業内貿易指数が0.9996…と極めて高い値を示しているため，小数点第 3位以下を
四捨五入すると，1.000という値を取ることによるものである。

⑷  表3.4に示される国・地域について，対応する 2カ国の貿易統計を用いて計算した指数の値の相関
係数は，2000年については0.549，2013年については0.667に留まっており，同じ 2国間の産業内貿
易指数であっても，用いるデータによって値が大きく異なる可能性があることが示唆される。

⑸  ASEAN経済共同体（AEC）とは，ASEAN加盟10カ国を対象に，関税撤廃による域内貿易の促
進やサービス分野における規制緩和，労働移動の促進などを通じて，単一の市場および生産基地
を創設することを目的とした取り組みである。AECの詳細については，Association of Southeast 

Asian Nations （ASEAN 2009）などを参照のこと。
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